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ンパ球系細胞 を移植すると移植 された リンパ


























































































































10 日 後 15 円 後








ー 50- 人 見 京大胸部研紀要 第 7巻 第 1号
表2 交 叉 循 環 後 の ア ロ タ イ プ の 推 移
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;rLl疫グロブ リンを消失 したものは 2羽C/)みであ

































リンパ球系細胞 の核 を 3H-thymidine で 標







全て を 3H-thymidineで標識 す る こ とを 試
みた19)｡ DITA 合成期は核 に摂 り込 まれ る
th＼,midineで, リンパ球 を 高率 に標識す るに







ならないことが判明 した｡病者 らは体重 1g＼1






て mg､【1りレ)放射能 を測定 し, -席 は ラジオ





























昭和48.12 標識 リンパ球を用いての移植免技-のアプローチ - 53-
写真2 注入桐標識胸腺細胞のラジオオー トグラフィー写真3 同系胸腺細胞を輸注されたマウスの胸腺のラジオオー トグラフィー
ー 54- 人 見 京大胸部研紀要 第 7巻 第 1号
写真4 同系マウスの牌細胞を輸注されたマウスの胸腺.2ケの標識細胞がみら
れる.写真5 標識皮膚片移植後5口目,表皮の細胞は標識さ
昭和48.12 標識 リンパ球を冊 ､ての移植免疫-のアプローチ
写真6 移植後5日
? ? ? ? ? ? ?
に












DDY系 マ ウ ス に 3H-thymidineを Ⅴ で述
べた方法で連続投与 (60-90日間) し,移植さ
れる皮膚 の細胞を全て標識 しておき, これを
C57Black の背部 に移植 し, 経時的に屠殺 し
てラジオオー トグラフィーにて検討 した｡



















ⅤⅠⅠ. お わ り に
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